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7月23日 あかがねミュージアムにて第1回新居浜みらい会議が開催されました。
子どもから、大人まで幅広い世代が一緒になって話し合い、新居浜のみらいを思い描くための会議です。

第1回  新居浜みらい会議レポート

新居浜市の、あたらしいシティブランディング。

スローガンは、「Hello! NEW 新居浜」です。

みんなが主役。みんなが誇れる。そして、みんなに愛される。

そんな新居浜をつくるため。

「Hello! NEW 新居浜」のスローガンのもと、

人、モノ、コト、いろんなワクワクがあふれるまちに変えていく。

市民と市が一緒になって、あたらしい新居浜をはじめます。

あたらしい新居浜を、考えよう。

参加者は
NiihamaBlue の
リボンをまいて、

START!

新居浜みらい対談
市長とゲストの永井一史氏が
シティブランド戦略 Hello!  NEW 新居浜に
込めた想いや、みらいの新居浜の資産に
ついて話し合いました。

市民代表者会議
新居浜で生まれ育った方、一度外に出て戻ってきた方、

別のまちで生まれ育ち転入してきた方まで、

年齢や仕事も異なる市民の代表者12 名による会議。

市民代表者会議

最後にみんなで集合写真！

今も新居浜には
優しい方が多い。
これからは街全体が
そんな雰囲気を
持つことができれば。

ふだん交わらない人と
交流できる
有意義な場だった。

代表として参加した
学生たちのような子を、
育てていく環境が大事。

世代を超えた交流は、
学校ではない体験だった。

人と人との
つながりを大事にし、
深めていきたい。

自分にしか
伝えられないことに、
新居浜に対する誇りや
愛着を持って
取り組んでいきたい。

新居浜をもっと知る
ということが大事だと
いうことに気付いた。

これからは外向きに
新居浜の良さを発信
していきたい。

交流できる場を設けて
いくことが豊かな
新居浜市につながる。

会議で話した内容を
同世代の仲間に
伝えることが、
自分が今できること。

Hello! NEW 
workshop

学生の若い力が
盛り上がることで、
地域が発展していく。

12 万人の大家族のように
市民一人一人が信頼しあい
一体感を持って
前進していく街に。
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7月23日 あかがねミュージアムにて第1回新居浜みらい会議が開催されました。
子どもから、大人まで幅広い世代が一緒になって話し合い、新居浜のみらいを思い描くための会議です。
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Hello!  NEW 新居浜に込めた想い

第1回新居浜みらい会議をとおして

〈問い合わせ先〉新居浜市役所 企画部 地方創生推進室  TEL :0897-65 -1238   E -ma i l : s ouse i@c i t y . n i i h ama . l g . j p

www.instagram.com/hello_new_niihama/ http://www.hellonew-niihama.jp

He l l o ! N E W SC H E D U L E

単に過去を振り返るだけではなく、未来発想で考えたときに出てきたキーワードが「NEW」という言葉。 新居浜の「新」

という言葉であり、なにより端的で強い言葉。さらに、「Hello!」と続けることによって、市民の方一人一人の気持ちの中

にすっと入っていく。そんな想いを込めて「Hello! NEW 新居浜」としました。ロゴマークは、気持ちの中で立ち上がる

イメージを “吹き出し” の表現にすることで、 いろいろな用途や場所で、展開できるようにしました。 また、新居浜の文字

は、見慣れている地名が少し新しく見えるように、 ここから変わっていくという期待感が生まれるようにデザインしました。

あたらしい新居浜をみんなの力でつくっていくために、まずは市民の方々に知って、理解していただき、 「一緒にやって

みようかな。」と、そう思ってもらえたら幸いです。

市民と市が一緒になって、一つの方向に向かうこと。今回の新居浜みらい会議を通して、改めて気づかされた大切なこと

です。年代も職業も住んでこられた場所も異なる 12 人の市民代表者が、 新居浜について、12人12色の想いを交わして

いく。 そこに、互いが互いを助け合い支え合い、 人と人とのつながりを大切にする、そんなあたらしい新居浜への可能性

を垣間見た気がしました。市民のみなさんがもっとこのまちに愛着と誇りを持てるように。 まずは市役所の職員が新居浜を

もっと好きになる。 そして、市民と市が一緒になって、自発的に新居浜の魅力を全国に発信し、興味を持ってもらい、来て

いただくことで、交流人口や移住人口の拡大につながっていく。そんなあたらしい新居浜を、みなさんとともにつくって

いきたいと思います。引き続き、これからもどうぞよろしくお願いいたします。

新居浜市長

株式会社 HAKUHODO DESIGN 代表取締役
多摩美術大学教授
日本を代表する著名クリエイターであり
新居浜市シティブランド戦略及び
Hello!  NEW 新居浜ブランディングのリーダー

7/23 (日)  新居浜みらい会議 #1
みらいの新居浜を思い描く。
どんな新居浜になると、うれしいだろうか。
誇りに思い、愛着を感じるようになるだろうか。
さまざまな世代の市民の代表者とともに、思い描いた。

6/23 (金)～ Hel lo!  NEW 新居浜 MAP
みんなで、魅力あふれる新居浜の地図をつくる。
誰かが気づいている魅力を、みんなで
共有できるように、ひとつの大きな地図にする。
新居浜のことをあらためて知ることができる。

9/23 (土)  新居浜みらい会議 #2
新居浜の魅力を再発見する。
みんなで考える、みんなで見つける、 
みんなで言葉にしてみる。
次の世代の新居浜市民が、うれしい、誇りに思う。
市外の人が、魅力的に感じて、行きたくなる。
そんな、新居浜の魅力ってなんだろう ?

新居浜みらい会議 #1  #2 や

He l l o !  NEW 新居浜マップの

詳細はこちらをご確認ください。

クリエイティブディレクター

永井 一史


